
 
（別紙） 

  

「『健やか親子２１（第２次）』の中間評価等に関する検討会」 

報告書のポイント 

 

 

1. 「健やか親子２１（第２次）」策定時に目標として設定した 52 指標のうち、34 指

標が改善するなど一定の成果が出ており、「マタニティマークを知っている国民の

割合」など既に最終評価目標に到達した指標もみられる。 

 

2. 一方で、妊産婦の自殺数が産科的合併症による母体死亡数を上回っていることなど

妊産婦のメンタルヘルスケアも大きな課題である。引き続き、子育て世代包括支援

センター等を中心とした多機関連携による支援の充実を図る必要がある。 

 

3. 「十代の自殺死亡率」「児童虐待による死亡数」などは改善しているとはいえず、

引き続いての対策が求められる。 

 

4. 学童期・思春期から成人期に向けた保健対策においては、十代の性に関する課題に

ついて正しい知識を身に付けることの重要性が強く指摘されており、産婦人科医や

助産師等の専門家を講師として活用するなど、効果的な性教育に取り組むことが求

められている。 

 

5. 父親の育児への取組が大きく変化している一方で、育児に伴う父親の産後うつなど

についての実態の把握が十分とはいえない状況を踏まえ、父親の育児支援や心身の

健康に関する現状の把握を進める必要がある。 

 

6. 地域間での健康格差を解消するためには、母子保健サービスを担う各市町村が取組

の質の向上を図ることに加え、都道府県においては地域間の母子保健サービスの格

差の是正に向けた、より広域的、専門的な視点での市町村支援が求められる。 

 

 

 


